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ウィルス感染症の高感度・迅速検出
東京家政大学家政学部 教授 池田壽文

概要:ウィルスや癌マーカーを高感度且つ迅速（約１時間）に”直接”検出するシス
テム。

従来技術と問題点：従来のPCR法は遺伝子の増幅工程が必要であり、検出に時間を
要することが課題だった。
本研究成果の優位性：生体試料から抽出したターゲットを電気化学的に”直接”検出
する方法であり、増幅の工程が不要となる。センサーとして人工核酸であるペプ
チド核酸（ PNA ）を用いており、DNAを用いたときに発生する酵素分解・再現性
の問題もクリアしています。


